
下水中の新型コロナウイルス調査に係る東京大学との連携・協力について 

 (公社)日本水環境学会 COVID-19 タスクフォース（別紙１参照）より新型コロナウイルス感

染状況把握に向けた流入下水中のウイルス検出・定量のための調査活動への協力要請を受け

て、タスクフォースメンバーである東京大学と次のとおり連携・協力いたしますのでお知ら

せいたします。 

１ 連携・協力の目的 

次の視点から、(公社)日本水環境学会 COVID-19 タスクフォースのメンバーである東京

大学の活動と連携・協力するものです。 

（１）下水中の新型コロナウイルスを検出・定量することは、感染の拡大・収束状況を把握

する手段として有望と考えられること 

（２）下水中の新型コロナウイルス濃度は、無症状感染者から排出されるウイルスも補足

できる可能性があることなどから、臨床検査に基づく感染者数把握と相互補完的な

データを提供できる可能性があること 

２ 連携・協力の内容 

水処理センターに流入する下水を、東京大学へ提供します。 

（１）試料提供する水処理センター 

・市内すべての水処理センター（入江崎、加瀬、等々力、麻生水処理センター） 

（２）試料の提供 

・１週間に２回(１日１回)、流入する下水を 300mL 採水し、-18℃で冷凍保存したうえ

で、東京大学大学院工学系研究科 古米弘明 教授、片山浩之 教授へ提供します。 

３ 連携・協力の期間 

（１） 当面、緊急事態宣言解除時点まで 

（なお、要請日（5月 11 日）から、試料の採取・保存を開始しています。） 

（２） 緊急事態宣言解除時点で東京大学と、試料採取の継続について協議・検討します。 

【問合せ先】 

川崎市上下水道局下水道部下水道計画課（技術開発担当）白柳 

電話 044-200-2914 
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